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1 These countries with evolving health care systems have been specifically identified as ‘Access Countries’   whereby the business strategy is 

focused on pro-actively investing to strengthen health care systems 

Our progress in sub-Saharan Africa2 

 
 

対象国１ 

 

啓発     診断   治療 アフターケア    検診 

 

患者さん第一 
私たちは、最も必要なときに最も必要な場

所で医薬品やワクチンへのアクセスを提供

しようと努めています。 

総合的なアプローチ 
私たちは、疾患啓発から費用負担の軽減、治療、

継続的な患者サポートまで、患者さんがたどる全

過程でアクセスを阻む障壁に対処します。 

連携した活動 
私たちは、多様なパートナーシップ、情報共有、そ

してエコシステム全般のソリューション共創を通じ

て、持続可能な医療体制を構築・支援します。 

 

 

 

医療体制を強化 

 

患者アクセスを拡大 

 

人材強化 

2,000台以上 

の医療機器や機材等を提供 

 

1,000件以上 

の研究プロジェクトや治験

によって地域の健康格差に

対処 

 

 

・会社全体で共有されている責任と共に、組織全体を、 

医薬品アクセスを阻む障壁への取り組みに組み込む 

・タケダの「センターオブエクセレンスモデル」を 

利用して、社内の体制構築を加速する 

・明確な当事者意識の醸成を通じて、地域のチームに医薬

品アクセスへの取り組みを進める権限を与える 

 

今後の優先事項 

188,782人 

の患者さんが検診を受診 

 

16,432人 

の患者さんを診断 
 

16,432人 

の患者さんを診断 
 

 

アクセスの拡大 

 

パートナーシップを通じて社会的

価値を切り開く 

4,459人 

の医療従事者が 

トレーニングを受講 
 

4,459人 

の医療従事者が 

トレーニングを受講 
 

 

・医療体制や提供における課題に対応するために、 

Blueprint イニシアティブを新しい地域でも展開する 

・「Access to Health Impact Framework Guidebook」

を使った総合的なインパクトの測定を推進する 

・現地の政府当局と関係者が、持続性と持続可能な 

インパクトをもたらす取り組みを自主的に推進できる 

仕組みを整える 

1,796人 

の地域医療ボランティア

がトレーニングを受講 
 

1,796人 

の地域医療ボランティア

がトレーニングを受講 
 

 

タケダのビジネスアプローチの向上 

 

１医療体制が発展途上段階にある国々を「対象国」に指定することで、医療体制を強化するための積極的な投資に重点を置いた事業戦略を推進 

サハラ以南のアフリカのプロジェクトの進捗状況２ 

 

 

 

 

 

 

 

２タケダ社内データより 

 

・革新的な資金調達モデル、及び、段階的な価格設

定等の取り組みを拡大し、デジタル情報も活用して

いく 

・地域政策へのエンゲージメントを深め、施策を、

鍵となる医療システムの優先事項として具体化する 

・医薬品アクセスを阻む障壁に取り組むために、 

最適な方法で地域の体制整備を進める 

 

 

医薬品アクセスに対するタケダのアプローチ 

 

ペイシェントジャーニー 

 

医薬品アクセスの活動成果のハイライト                                                                                                                       ２０２３年８月 

医薬品アクセスの 

基本理念 

48 の低中所得国 

タケダが医薬品アクセスの

向上を推進している国の数 

医薬品アクセスプログラムを展開している国々 

 

過去 2 年間において、特にこの期間は新型コロナウイルスの感染拡大下ではありましたが、医

薬品アクセスを拡大するための様々な活動を進捗しました。ペイシェントジャーニー（健康増

進や予防から、診断、治療、継続的なケアまで、患者さんがたどる過程）において医薬品への

アクセスを阻む障壁に対処しながら、各所と連携して医療システム強化を支援しています。 

 

 
 

 

 

3,487人 

タケダの PAP

に登録している

患者さんの人数 

エジプト 

PAPを通じた患者さんへのア

ウトリーチを３倍に拡大 

南アフリカ 

オンコロジー（がん）に重点

を置いて患者アクセスを拡大 

インドネシア 

医薬品の取り組みにとどまら

ず、アクセスを強化 

フィリピン 

ホジキンリンパ腫の治

療へのアクセスを向上 

ベトナム 

遺伝性血管性浮腫

（HAE）の患者さんの早

期診断治療を実現 

 


